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カラー液晶ディスプレイの低消費電力化
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(c) 新方式反射型

特長

• 高コントラスト

• 高反射率・広色再現範囲

問題点

• 低反射率・低コントラスト

• 色再現範囲 小

問題点

• 消費電力 大



研究目的

新方式反射型液晶ディスプレイの最適設計

液晶パラメータの高精度測定技術の開発

(1) MITI法：液晶屈折率、セル厚、プレチルト角度

(2) PDH法：液晶配向分布、極角アンカリング強度



液晶セル構造と液晶パラメータ
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MITI法：液晶屈折率の高精度測定法
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Y. Ohno, T. Ishinabe, T. Miyashita and T. Uchida (Tohoku Univ.): Proc. of the 14th 
International Display Workshops, pp. 47 - 50 (2007). 

(b) 従来法における液晶屈折率
の測定結果

(a)  正面入射時における
波長-振幅比Ψ特性
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斜め入射光による多重干渉の解析
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(a) 斜め入射光による多重干渉
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液晶屈折率の測定結果

(b) MITI法（新方式）

Y. Ohno, T. Ishinabe, T. Miyashita and T. Uchida (Tohoku Univ.): Proc. of the 14th 
International Display Workshops, pp. 47 - 50 (2007). 
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PDH法：液晶配向分布の高精度測定法

入射光入射面

配向面

(a) 従来の測定法 (b) 新しい測定法

特長

• 正確な値が一義的に得られる

問題点

• 複数解が生じる

（入射面：配向面に平行）
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配向面

（入射面：配向面に垂直）



PDH法による液晶配向分布の測定結果

T. Ishinabe, H. Yaginuma, Y. Ohno, T. Miyashita and T. Uchida (Tohoku Univ.): Conf. Record 
of the 26th International Display Research Conference, pp.162-165 (2006).

(a) ハイブリッド液晶の配向分布
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(b) 様々な液晶セル厚における
表面チルト角度の測定結果
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PDH法による極角アンカリングの測定結果

T. Ishinabe, H. Yaginuma, Y. Ohno, T. Miyashita and T. Uchida (Tohoku Univ.): Conf. Record 
of the 26th International Display Research Conference, pp.162-165 (2006).

(a) ハイブリッド液晶の配向分布
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(b) 様々な液晶セル厚における
アンカリングの測定結果
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反射型液晶ディスプレイの光学設計（理論値）

(b) 新設計方式(a) 従来設計方式
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• 視野角：80度

• コントラスト比(法線方向) ：120:1

• 視野角：140度

• コントラスト比 (法線方向)：1200:1



反射型フルカラー液晶ディスプレイの試作

新方式反射型LCD



フロントライトシステム

(a) 従来型 (b) 新方式
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フロントライトシステムの画質比較

(a) 従来型フロントライトシステム (b) 新方式フロントライトシステム

明環境 (フロントライトOFF)

暗環境 (フロントライトON)



結論

I. 液晶パラメータの高精度測定法とし

てMITI法、PDH法、MVS法を確立し、

液晶ディスプレイの応答特性および

光学特性の高精度な解析を実現した。

II. 低ギャップECBモード、広視野角円偏光板、光拡散フィルムの最適化

により、コントラスト比 60:1、反射率 60%、応答速度 5ms、色再現

範囲 55%（実測値）を有する高品位反射型フルカラー液晶ディスプ

レイを実現した。

III. くさび形導光板プリズムと光拡散フィルムから構成される補助光源

システムを考案し、暗環境下における高画質表示を実現した。
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